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研究成果の概要（和文）：本研究では2012年に米国エリート大学が開始し、瞬く間に世界の大学に拡がった大規模公開
オンライン講座（MOOC）が高等教育に与えた影響を吟味した。MOOCは米国では、オンライン教育、コンピテンシー・ベ
ースド教育、パーソナライズド教育、そして高等教育のアンバンドリングへと発展した。アジアや欧州においてMOOCは
国際広報の窓として捉えられる一方で、オンライン教育が高等教育を提供する有効な手段であるという認識を生んだ。
また、主体的学びが必要とされる現代において、MOOCの副産物である反転授業への取組みが世界的に拡がった。MOOCは
デジタル時代の産物であるが、21世紀高等教育改革を加速したとも言える。

研究成果の概要（英文）：This work examined the impact of massive open online courses (MOOCs) on higher 
education which were initiated in 2012 by US elite institutions.
In US, MOOCs triggered movements towards online education, competency-based learning, personalized 
learning, and unbundling of higher education. In Asia and Europe, MOOCs were mainly perceived as 
marketing purpose. On the other hand, it made the universities aware that online learning could be an 
effective means of providing higher education. Additionally, flipped learning, which is a by-product of 
MOOCs, became also widespread in the world responding to the current needs for active learning.
In conclusion, MOOCs were an invention of the digital age, but it evolved rapidly in the context of 21st 
century higher education reform and accelerated the reform by its various by-products.

研究分野： 高等教育研究
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１．研究開始当初の背景 
 米 国 の 有 力 大 学 を 中 心 に 、 MOOC
（Massive Online Open Courses）参入の動
きが加速している。2011 年にはアイディア程
度であったものが、2012 年にはオンライン
科目提供のプラットフォームが立ち上がり、
たとえば Coursea であれば 33 有力大学が参
画、198 科目を提供、受講者は世界各国から
160 万人以上という勢いである（2012 年 10
月現在）。OCW が大学の講義科目をそのまま
オンラインで提供するというものであった
のに対して、MOOC は受講者の学習という
視点に立ち、１コマ 10-15 分にまとめる、小
テストを導入する、SNS を用いた相互学習の
場を設ける等の学びやすさに配慮をしてい
る。また、単発の講義の提供ではなく、6-8
週を一連の講義とし、edX であれば最後に試
験監督のもと最終試験を受け、成績判定およ
び修了証書を得ることもできる。 
無償であり、インターネットへのアクセス

さえあれば（有力大学の入試を突破しなくて
も）、世界のどこからでも有力大学の講義を
受講し、修了証書を得られるという点に脅威
がある。これが一般的となった場合、「大学
に入学する」という意味がどこかで根本的に
変わるはずである。少なくとも「教室」とい
う場が、知識伝授としての意味合いを薄め、
学生が対面で同じ時間と場を共有すること
の意味がより増す双方向なインタラクティ
ブな場にシフトするはずである。実際、
MOOC は初等中等教育で数年前から急速に
発達した反転授業の流れを受けているため、
知識伝授の側面を講義に先立つオンライン
教育教材に委ね、知識習得は済んでいるとい
う前提のもと、教室では補足説明や発展的な
議論をし、学習の咀嚼の場とすることも視野
に含めている。 

MOOC はハーバード大学や MIT、UC バ
ークレー、スタンフォード大学、プリンスト
ン大学などの米国有力校が多数参入するだ
けでなく、スイス連邦工科大学ローザンヌや
エディンバーグ大学（英）、香港科学技術大
学など世界の有力校が参入する、極めてブラ
ンド力の高い取り組みである。学生にとって
は世界の受講者全員が競争相手であり、大学
にとっては学生を入学させてしまえば囲い
込み終了なのではなく、常に世界の有力大学
と優秀な学生の奪い合いをする必要がある。 
インターネットの普及とともに、大学の在り
方を根本から変える可能性のある MOOC に
ついて、その急速な発展ぶりと大学に与える
影響について研究することは急務である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、米国有力大学を中心に 2012 年

から急成長し、ここ数ヶ月で米国以外の有力
大学も複数参画するに至ったオンライン教
育大学コンソーシアム MOOC（Massive 
Online Open Courses）について調査し、国
内大学に注意喚起することを目的とする。 

 MOOC はこれまでのオンライン教育と異
なり、学習者の学びやすさに多面的に配慮し
ており、また、（当該有力大学に入学してい
なくとも）修了証書を発行することから大学
の在り方を根底から変える可能性がある。ま
た、オンライン教育と教室における対面教育
を組み合わせ、大学教育をよりインタラクテ
ィブにする力も有する。 
大学の在り方を根本から変える可能性の

ある MOOC から、21 世紀型高等教育の在り
方を模索する。 

 
３．研究の方法 
本研究では、以下の 4つの観点について調

査を行い、結果をとりまとめた。研究の方法
は主に、現地におけるインタビュー調査と授
業見学、MOOC の教育教材の試用調査である。 
(1) MOOC 事前動向調査（文献調査、MOOC 試

用調査） 
(2) MOOC が教室における教育と大学の在り

方に与える影響の調査 
① 大学における現状調査 
② 初等中等教育における反転授業の現

状調査） 
(3) MOOC の運営状況に関わる調査 

① MOOC 実施主体への調査 
② 参画大学への調査 

(4) 非英語圏の大学等の参画状況に関わる
調査 

(5) とりまとめ 
 
４．研究成果 
(1) 米国における高等教育事情と MOOC 隆盛

の背景 
 MOOC は米国にて開始したが、米国に固有の
高等教育事情を背景に、オンライン教育、コ
ンピテンシー・ベースド教育、パーソナライ
ズド教育、そして高等教育のアンバンドリン
グへと急速に展開し、2015 年現在、MOOC 自
体は落ち着きを見せている。 
 米国の高等教育は、高等教育財政逼迫を背
景に、授業料の高騰と学生の大学進学断念あ
るいはドロップアウトが大きな社会問題と
なっている。このようなことが社会問題とな
っているときに、授業料無償でエリート大学
の高等教育が提供されるという MOOC が誕生
したため、MOOC は行政からも大きな期待を寄
せられた。一方、MOOC は受講者にとっては授
業料無償であっても、MOOC 開発側である大学
にとっては無償ではないこと、MOOC の受講者
が実際には高等教育を受けるべき学位未取
得者ではなく、学位既取得者に多いこと、
MOOC 自体のドロップアウト率が極めて高く、
高等教育の提供手段としては不適切である
ことなどが判明すると、MOOC に対する期待は
薄れ、社会はオンライン教育一般に向いてい
くようになった。 
 ただし、MOOC に一時期世界的に期待が向い
たことで、オンライン教育が高等教育提供の
適正な手段として認識されるに至ったとい



う意味で、MOOC の果たした役割は極めて大き
い。 
(2) 米国以外主要国における MOOC への取り

組み 
 米国以外の主要国においては、米国のよう
な授業料高騰の問題は希薄なため、MOOC への
取り組みは純粋に米国エリート大学への追
随、あるいは大学プレゼンスの国際発信とい
うかたちで現れた。ただしそれでも、(4)に
挙げる反転授業等の主体的学びの拡大のた
めに MOOC に全学的に取り組む大学や、オー
プン・エデュケーションを促進する一環とし
て MOOC に取り組む大学など、高等教育財政
への対応というよりは、教育の質の向上の観
点から MOOC への対応が図られている。 
(3) MOOC 以外のオンライン教育一般への取

り組み 
 日本では MOOC を通じて初めて、大学がオ
ンライン教育に取り組んだ感がある。一方、
欧米やアジアの諸国ではオンライン教育の
導入が過去10-20年のあいだに徐々に進んで
いた。教員―学生間の簡単な電子ファイル等
の交換、よりシステマチックにはラーニン
グ・マネジメント・システム（LMS）を利用
した情報交換、講義の録画の配信による、授
業欠席者や復習をする学生への対応、簡単な
動画の作成・配信による学習支援などがある。
日本ではオンライン教育というと動画配信
を即座にイメージするが、米国のコミュニテ
ィ・カレッジなどで広く導入されているオン
ライン教育の多くはテキスト情報の配信と、
テキスト・ベースの教員－学生間、あるいは
学生間の情報交換が多い。 
 日本ではこうした手軽なかたちでのオン
ライン教育の導入のフェーズがなく、MOOC に
飛び込んだ感がある。MOOC を通じてオンライ
ン教育に取り組む契機を得たことは意義深
いが、これからデジタル時代を迎えるにあた
り、MOOC 以上に、オンライン教育一般をより
拡充するための取り組みを進めることが必
要である。 
(4) 反転授業等主体的学びに向けての流れ 
 MOOC は単なるオンライン教育の一形態で
あるが、これが初等中等教育において取り組
みが開始されていた反転授業と結びついた
ことで、MOOC を開発しない大学にも動きが及
んだ。 
 反転授業は、高等教育財政逼迫を背景に高
額な授業料を負担している米国の大学生が、
自分達の納めた授業料が自分達の教育に裨
益するのではなく、学外の受講者を主に対象
とする MOOC の開発に使用されていると大学
を批判したところから始まった。しかしそれ
以上に、21 世紀高等教育において、主体的学
びを醸成するというアクティブ・ラーニング
に期待が高まっていたことが、反転授業の動
きを大きく伸張したと見られる。大学からみ
ると、反転授業は比較的安易にアクティブ・
ラーニングが導入でき手段に見え、反転授業
の取り組みが拡がった。 

(5) ラーニング・アナリティクス等、学習の
パーソナル化の流れとプライバシーの
問題 

 反転授業だけでなく、MOOC やオンライン教
育を通じて得られる学習者の学習プロセス
に関わるデータを解析し、学習支援に役立て
るというラーニング・アナリティクスにも期
待がかかっている。ラーニング・アナリティ
クスにおいては、学習者個々の学習特性を解
析することにより、学習者一人一人に合った
学習支援が可能となる（パーソナライズド学
習）。高等教育のマス化とともに、学生の多
様性が増し、また、大学準備の整わない学生
が多数入学してくるようになった現状にお
いて、これは極めて必要性が高い。 
 一方で、MOOC 等を通じて得られるビッグデ
ータを解析する技術開発が進むにつれ、個人
情報保護の問題も顕在化している。これまで
学生の成績を含む学習データは、大学等教育
機関により厳格に守られていたが、MOOC 等の
オンライン教育においてはデータがオンラ
イン教育プラットフォームの提供主体によ
り管理されている。MOOC であれば、Coursera
や edXなどがプラットフォーム提供主体であ
る。これらプラットフォーム提供主体は、オ
ンライン教育のコンテンツを提供する大学
にも、データを一部加工して提供はするが、
元の生データ自体はプラットフォーム提供
主体の元にある。また、これらプラットフォ
ーム提供主体が多くの場合、IT 企業で、デー
タ解析によりマーケティング等の利益を得
たいという意欲を有していることから、これ
ら主体によりデータ解析がより進むという
可能性が高い。実際、オンライン教育の学習
データを用い、学習のパーソナル化機能を装
備するプラットフォームが出現している。 
 プライバシーを看過して、よりきめ細かい
学習支援を優先するか、プライバシーの問題
を厳密に捉え、プラットフォーム提供主体に
おけるデータ利用を制限等するか、デジタル
時代における問題がここにも現れている。 
(6) MOOC と高等教育改革の相互作用 
 MOOC は IT 技術やインターネットの発展と
ともに出現したオンライン教育提供の一形
態であり、高等教育改革とはなんら関係はな
い。しかし、(1)-(5)で見てきたように、MOOC
は単に新しい技術を教育・学習の次元に当て
はめるという試みから発達したのではなく、
高等教育財政の問題やアクティブ・ラーニン
グへの期待の高まり、高等教育のマス化に伴
い必要となったパーソナルな学習支援の必
要性などのニーズを受け発展し、世界の高等
教育に大きなインパクトを及ぼしてきた。欧
州ではこれに加え、MOOC を単なる効果的な高
等教育コンテンツ配信手段としてみるので
はなく、生涯学習の観点から、学習者がネッ
ト上で連携しながら新しい知を生み出して
いく媒体としての MOOC への取り組みも進ん
でいる。知識が教師からではなく、インター
ネットから得られるようになったデジタル



時代において、高等教育の在り方も「知識伝
授」から「知識創造」あるいは「知識創造の
スキルの醸成」に変わる必要性が生じており、
これに合致した動きであるように思われる。 
 MOOC は一方では、21 世紀高等教育改革の
動きと呼応しながら発展し、他方ではデジタ
ル技術により高等教育改革を加速していっ
た。MOOC 自体は一時の流行としてそのうち消
えていく可能性も高いが、多くの世界トップ
大学がこれに参加したことにより、デジタル
時代における 21 世紀高等教育の方向性を鮮
明化する意義があったと言える。 
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